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 都市計画マスタープラン策定から10年以上が経過し、上位・関連計画の改定、
土地利用状況の変化、国際化の進展など台東区を取り巻く社会状況も変わりつ
つある。 

 また少子・高齢化や人口減少への対応、環境・エネルギー問題への取組み、暮
らしの安全・安心の充実、多様な価値観・生活様式への対応も求められている。 

 そこで様々な都市課題や社会・経済状況の変化に対応し、 ２０年後の台東区の
まちの将来像を示すため、新たな都市計画マスタープランを策定する。 

 都市計画マスタープランは、区の基本構想及び東京都の都市計画区域マスター
プランに即して定められる。（都市計画法第１８条の２） 

第１章 都市計画マスタープランとは 第２章 台東区の現状 

① 背景・役割 

② 位置付け 

① 都市としての魅力 

 道路・鉄道等の都市基盤が高い整備水準にある 
 世界に誇る文化・芸術や産業、観光等の多くの資源を有する 
 都心に隣接し、公共交通網によるアクセス性が高い 

② まちづくりの課題 

 機能集積が見られず、拠点性の低下が懸念される 
 より一層の防災性の向上の必要性がある 
 地区まちづくりの動きとの整合の必要性がある 
 土地の利用形態が変化・複雑化している（商業地への住宅建設の増加等） 

③ 社会情勢・要請 

 首都直下地震への備え 
 少子高齢化への対応 
 都市の低炭素化への対応 
 民を活かした、柔軟性・スピード感のあるまちづくり、経済性・生活の質の向

上に資するまちづくりを推進 
 健康まちづくりの推進 １ 

台東区 
都市計画 

マスタープラン  

台東区の上位計画 

台東区基本構想 
（H30策定予定） 

台東区長期総合計画 
（H30策定予定） 

東京都の上位計画 

都市づくりの 
グランドデザイン 
（H29.9策定） 

都市計画区域 
マスタープラン 
（改定予定） 

 花とみどりの基本計画 
 産業振興計画 
 観光振興計画 
 環境基本計画 
 健康たいとう21推進計画 
 スポーツ振興基本計画 等 

まちづくりに係るもの 
 景観計画 
 住宅マスタープラン 等 

台東区の個別計画 

都市計画道路の整備率 台東区の広域ネットワーク図 

建物倒壊危険度（第８回） 都内の拠点ごとの機能集積の変化 

・
・
・
 

土地利用 

都市基盤の形成 

新たな都市計画 
マスタープラン 

にもとづく 
まちづくり 

• 都市の課題の解決 
• 今後の社会・経済状況

の変化 
• 新たなニーズ   等 

台東区の都市の 
将来像 

江戸・明治・大正・
昭和における産業・
経済・都市施策 

大火・震災・戦災・
水害などの災害 

歴史的に培われてき
た多様な暮しや活動、
文化 

都市形成に影響を 

与えてきた要素（例） 
現在の台東区のまち これからの台東区のまち 

進捗状況 延長 割合 

事業完了 33,239m 80.6% 

事業中 1.170m※ 2.8% 

未着手 
（現道あり） 

6,321m 15% 

未着手 
（現道なし） 

504m 1% 

合計 41,234m※ 100% 
※ 約6,300㎡（放射２８号線交通広場）を含まない 



第３章 都市計画マスタープランの方向性 

ひと 

まち 

の 

魅 力 

 長い歴史に裏打ちされたまちの個性が活かされ、他の都市とは異なる唯一無二の魅力が、居

住者、通勤・通学者、来街者、観光客などを惹きつけている。 

 こころの豊かさへの志向に対応し、生涯学習、スポーツなど台東区の資源を活用した様々な

活動の場や舞台が用意されて、誰もがいつまでも成長できるまちが形成されている。 

 コンパクトな都市構造と充実した交通網を強みに、複合的な土地利用を活かした歩いて暮ら

せるまちが形成されている。 

ひと 

まち 

の 

活 力 

 上野、浅草をはじめとする区内の拠点において、特徴のある諸機能の集積により、居住者、

通勤・通学者、来街者の増加と交流が活発化し、賑わいが絶えないまちとなっている。 

 若い人や起業家の新たな試みにチャレンジできる環境が既存の産業資源や人材を活かしたま

ちづくりによって実現され、都市の活力が維持、創出されている。 

 多様な人々が交流するコミュニティが形成され、人々の生活がいきいきと輝くまちとなって

いる 

ひと 

まち 

の 

多様性 

 地域の個性と融合した多様な住まいが誘導され、職住近接など様々な生活様式やワークスタ

イル、価値観が展開されている。 

 文化の良さを活かしつつ、時代に対応した新たなコミュニティも生まれ、子供、若者から高

齢者まで多様な世代が交流し生活している。 

 国際観光都市として外国人にもやさしいまちづくりが進められるとともに、居住環境と観光

の共存が図られている。 

ひと 

まち 

の 

安全性 

 大地震や集中豪雨等の様々な自然災害に強い都市整備やまちづくりと一体的な対策が進み、

ハード、ソフト共にまちの安全性が高まっている。 

 強固なコミュニティを強みに、「自助」「共助」「公助」が一体となった防災まちづくりが

進み、だれもが安全に暮らし、滞在できるまちが形成されている。 

 地域特性に合致したまちづくりニーズを踏まえた歩行者空間が整備・確保され、歩行者に

とって安全でバリアフリーのまちが形成されている。 

ひと 

まち 

の 

快適性 

 上野公園や不忍池、隅田川などの自然と、身近な水・みどりが都市活動と融合した、うるお

いのあるまちづくりが進んでいる。 

 台東区ならではのまちの成り立ちを継承し、歴史・文化資源や祭りなどの賑わい、地形、

水・みどりがまちづくりに取り込まれた景観が形成されている。 

 地球環境、資源循環に配慮し、まちづくりにおいても低炭素化、ヒートアイランド現象の抑

制、環境との共生が進められている。 

ひと 

まち 

の 

利便性 

 都心に隣接し、鉄道や空港アクセスなど広域交通の利便性に優れ、道路や公共交通網を活か

し、諸機能の集積と相まって活力と魅力に富んだ利便性の高いまちとなっている。 

 上野、浅草など拠点的な交通ターミナルでは、乗換利便性向上や周辺のまちとのつながり強

化などにより、まちの利便性がさらに高まっている。 

 地域のニーズに応じた機能が適切に配置されるとともに、誰もが利用可能な移動経路が確保

され、行きたい場所があるまち、行きたい場所に行けるまちが形成されている。 

【まちづくりの将来イメージ（案）】 

 基本構想に掲げる将来像・基本目標を、都市計画マスタープランの将来像・基本目標として設定 
 基本目標からキーワードを抽出し、ひとの活動を意識したまちづくりの将来イメージを設定 

① 将来像・基本目標・将来イメージ 

２ 

【まちづくりのキーワード（案）】 

ひと まち の 
魅力 

ひと まち の 
活力 

ひと まち の 
多様性 

ひと まち の 
安全性 

ひと まち の 
快適性 

ひと まち の 
利便性 

台東区基本構想の将来像・基本目標を 
都市計画マスタープランの将来像・基本目標として設定 



② 将来都市構造・土地利用の方針 

 周辺区との連携を踏まえた拠点・軸を検討 
 まちづくりの動向や課題を踏まえ、谷中地域、鶯谷駅周辺、北部地域への拠点

の追加を検討 
 吾妻橋周辺に舟運や親水性を活かした水の拠点の位置付けを検討 

 土地利用の方針については、将来都市像の根幹をなすものであることから、
「第４章：分野別まちづくり方針」から「第３章：将来イメージ」へ記載場所
を変更 

 土地利用に特化した方針図に変更 

【将来都市構造図（案）】 【土地利用方針図（案）】 

検 討 中 

３ 

検 討 中 

【現行の土地利用方針図】 
【現行の都市構造図】 

②－１ 将来都市構造 ②－２  土地利用の方針 



第４章 分野別まちづくり方針 

 基本的な考え方 

 「生活・住宅」「文化・産業・観光」「花とみどり・環境」「景観」「防災」
「道路・交通」の６分野において、第３章で示す将来イメージの実現に向けたま
ちづくりの方向性を提示する。 

 

※ 土地利用の方針は、将来都市像の根幹をなすものであることから、「第３章：
都市計画マスタープランの方向性」へ記載場所を変更 

※ 生活の質の向上に資するまちづくりを推進するため、「生活」の視点を追加 
※ 台東区の個性である文化・産業・観光と連携したまちづくりをより一層推進す

るため、「文化・産業・観光まちづくり方針」を追加 
※ 低炭素まちづくりを積極的に推進するため、「環境」の視点を追加 

４ 

文化 ・産業 ・観光まちづく り方針 

歴史・にぎわいを 
継承し、生み出す 

まちづくり 

検 討 中 

生 活 ・ 住 宅 ま ち づ く り 方 針 

だれもがいきいきと 
暮らし続けられる 
まちづくり 

検 討 中 

検討のポイント 
 生活・健康に係る施設等へ

のアクセス性向上 
 地域特性に応じた質の高い

住宅・住環境の誘導 
 多様なライフスタイルへの

対応           等 

検討のポイント 
 世界に誇る文化・産業・観

光資源の活用・育成 
 来街者が快適に過ごせるお

もてなし空間の形成 
 観光振興と居住の調和 

等 

⇒ 参考資料２参照 

⇒ 参考資料２参照 

文化・産業・観光 

生 活 ・ 住 宅 

花とみどり・環境 

景 観 

防 災 

道 路 ・ 交 通 

まちの価値を高める 
ための方針 

人びとの活動を支える
ための方針 

台東区の特色を表す 
ための方針 

各
分
野
に
お
い
て
、
将
来
イ
メ
ー
ジ
実
現
に 

向
け
た
ま
ち
づ
く
り
の
方
向
性
を
提
示 

将来イメージ 

将来都市構造 
土地利用の方針 



５ 

景 観 ま ち づ く り 方 針 

個性豊かな街並みが 
人々を惹きつける 

まちづくり 

花とみどり ・環境まちづ く り方針 

花とみどり・水に 
囲まれた潤いを感じる 

まちづくり 

検 討 中 

検 討 中 

検討のポイント 
 地域の価値を高めるみど

り・公園の創出 
 水辺の活用・まちと水辺の

つながりの強化 
 都市の低炭素化への対応 

等 

検討のポイント 
 文化資源や自然要素を活か

した景観形成 
 拠点における風格ある景観

形成 
 愛着・誇りを持てる景観形

成          等 

道 路 ・ 交 通 ま ち づ く り 方 針 

多様な人々の 
活動を支える 
まちづくり 

検 討 中 

検討のポイント 
 ひと中心の道づくり 
 生活利便性の向上に資する

交通の充実 
 新たな交通拠点の検討 

 
等 

⇒ 参考資料２参照 

防 災 ま ち づ く り 方 針 

様々な災害から 
生活・文化を守る 

まちづくり 

検 討 中 

検討のポイント 
 まちのブランド力向上に資

する災害対策 
 総合的な防災力の強化 
 災害時のまちの継続性確保 
 復興まちづくりの検討 

等 

⇒ 参考資料２参照 ⇒ 参考資料２参照 

⇒ 参考資料２参照 



谷 中 地 域 

上 野 地 域 

谷 中 地 域 

浅草・中部地域 

根岸・入谷地域 
北 部 地 域 

南 部 地 域 

上 野 地 域 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

至 秋葉原駅 

 広域避難場所へ

の分かりやすい

避難動線の整備 

 上野公園と浅草、秋葉原、

谷中地域、根岸・入谷地

域との回遊性向上 

 防災センター機能の充

実、業務集積地におけ

る災害時エネルギー確

保、BCP の推進 

 中小規模事務所ビルに

おけるリノベーション

等による防災性向上 

 駅前広場の整備、交通

機能の集約などによる

交通結節機能の強化、

既存駅舎、鉄道高架下

などの有効活用 

 わかりやすい動線整備

（パンダ橋、ジュエリ

ーブリッジなど） 

 帰 宅 困 難 者 対 策 の 推

進、防災情報の多言語

発信 

 上野公園との連続性、景観の統一性に配慮し

た歩行者ネットワークの整備 

 歴史や自然、芸術・文化を感じながら、観光

や買物ができる空間形成 

 国際的な文化交流発信拠

点の形成 

 水とみどりと芸術・文化が

調和したオープンスペー

ス機能強化 

 国立西洋美術館周辺の環

境保存及び景観形成 

 歴史と未来指向のIT産業が調和

した地域づくりの推進 

 歩行者空間の確保及びジュエリ

ー街としての魅力の向上や買物

に訪れやすい都市空間の形成 

 幹線道路（昭和通り）により分

断されたまちの連続性確保 

 商店街の活性化による多様な商

業と産業の複合ゾーン形成（ア

メ横、ジュエリー街など） 

 地下通路・地下駐車場等の

ネットワークの有効活用 

御徒町駅 

上野公園 上野駅 

 上野らしい商業・業務

空間の整備による日本

の国際競争力強化に資

する拠点形成及び高度

利用の推進 

 公 共 公 益 機 能 の 再 整

備、老巧化した建築物

の更新 

 シンボルロードにおけ

るまちのうるおいと賑

わいを感じながら歩け

る空間整備 

 シンボルロードの良好

な景観形成 

至 鶯谷駅 

 都心居住の促進 

 近隣商店街の活性化 

 都心居住の促進 

第５章 地域別まちづくり方針 

 基本的な考え方 

 基本的にはこれまでの地域区分を踏襲し、地域ごとのまちづくりの方針を検討 
 地域特性に応じた水辺のあり方や市街地との一体性を示すため、現行のマス

タープランに位置付けられている「水の拠点」 は削除の上、「浅草・中部地
域」、「北部地域」、「南部地域」において記載 

６ 

検 討 中 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 下町情緒に配慮した建

物更新・共同化、不燃

化特区事業の推進  谷中霊園や既存の公園

におけるみどりの保全 

 上野台地崖線における

みどりの保存 

 地域住民との協働によ

る道路の拡幅整備や面

的整備 

 防災性や街並みを考慮

した沿道まちづくりの

推進 

 根津、千駄木、西日暮里、上野公園等

の隣接地域との歩行者ネットワーク

の形成 

 個性ある商店街として

の環境整備、まち歩き

観光への対応 

上野公園 

谷中霊園 

至 千駄木駅 

至 西日暮里駅 

検 討 中 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 不燃化の促進、狭あい

道路の解消 

 防災性向上のためのオ

ープンスペース確保 

 防災性向上のためのオー

プンスペース確保 

 周辺の建物の建替えにあ

わせたたまりの空間整備 

 防災性向上のためのオー

プンスペース確保 

 駅前の賑わいの演出 

 高架下等の商業空間の整

備 

 輻輳する交通環境の改善 

 歩行者動線に対応した

歩車分離 

 歩道上の屋外広告物等

の規制 

 乗り換えの利便性を向上

するための案内標識の設

置 

 問屋が集積するまちの個

性を活かした景観形成 

 ビジネス創業支援施

設の継続活用（台東デ

ザイナーズビレッジ） 

 川からの眺望の確保に配

慮し、川と調和した川沿い

の建物の景観形成 

 隅田川テラスと一体とな

った水の拠点にふさわし

い整備 

 神田川における水運の活用、歩

行者空間の確保 

 護岸及び川沿いの緑化 

 川と川沿いの建物が調和した

眺望確保、都市的空間の中で自

然を感じる景観形成 

 居住環境を配慮した中

層または中・高層中心

の土地利用誘導（北側

沿道） 

 地域のニーズに対応した

既存商店街の再生 

 低層部への商店の配置誘

導による連続性確保 

 問屋街、おかず横丁等と周辺

地域との回遊性の向上 

浅草橋駅 

蔵前駅 

新御徒町駅 

南 部 地 域 根岸・入谷地域 

浅草・中部地域 北 部 地 域 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  コミュニティの核となる

地域拠点の形成 

 上野台地の斜面

の緑化推進 

 古い街並み保全

（根岸柳通り） 

 バリアフリーの推進 

 ＪＲを横断する跨線橋

の耐震化の推進 

 自然を背景にした街並

みの景観形成のルール

づくりの推進 

 地域の玄関口にふさわ

しい駅前空間の整備 

 鶯谷駅周辺と上野公園

との一体的な歩行者環

境整備 

上野公園 

 生活利便施設等

の誘導 

 バリアフリーの

推進 

 名所・旧跡を巡る歩行者ネ

ットワークの整備 

 バリアフリーの推進、歩行

者の道路横断の安全性確保 

 みどりや路地空間の

残る低層住宅主体の

土地利用 

（昭和通り、言問通り、明治通り沿い） 

 幹線道路沿いの耐震化の推進 

 地区計画等による沿道街区の背後の

街区に配慮した建物の建て方誘導 

 沿道環境、緑化、景観に配慮した沿道

整備 

 （入谷、竜泉、三ノ輪）

下水道管再構築化に

よる治水対策 

鶯谷駅 

入谷駅 

三ノ輪駅 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 旧東京北部小包集中局

跡地を活用した地域拠

点の形成 

 新たな産業や起業を支

える場としての既存施

設の有効活用 

 都市計画道路の未整備

区間の整備 

 隅田川の眺め確保、浅草

地域との連続性確保に

よる親水性向上 

 スーパー堤防の整備 

 イメージブランディング等

の地場産業関連施策と連携

したまちづくりの推進 

 建物の更新にあわせた職と

住が融合した住まいの誘導 

 アトリエ店舗への改修など

によるリノベーションまち

づくりの推進 

 下水道管再構築化

による治水対策 

 ファミリー層ターゲッ

トの中・高層中心の良

質な住宅供給 

 新たな公共交通

の整備 

 商業の活性化、

商店街の再生 

 生活利便施設

の立地誘導 

 山谷地域の住環境改善等 

 簡易宿所等のリノベーシ

ョンの推進 

 浅草寺から北部地域への

回遊の軸となる快適な歩

行者空間の形成 

 歴史や伝統等の文化、

水・みどりに包まれた回

遊路づくりの推進 

至 南千住駅 

三ノ輪駅 

浅草寺 

隅田公園 

浅草駅 

 寺社等のみどりの保全、民

地の緑化推進、ポケットパ

ークの整備 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 団体観光客用のバス駐車場や乗降スペースの確

保及び周辺地域との連携 

 浅草・中部地域の賑わいや人の動きが周辺地域

（北部地域等）に波及できる歩行者空間の強化 

北部地域 

浅草駅 

墨田区 

浅草寺 

隅田川 

 隅田川の水上バ

スの延伸・新たな

舟運ルートの設

定 

 親水テラス・浅草

東参道二天門防

災船着場の活用、

規制緩和を用い

た水辺空間の活

用 

 スーパー堤防の整備 

 隅田川と調和した川沿いの

建物の景観形成 

 （景観・観光などにおけ

る）隅田川の対岸地域と

のまちづくりの連携 

 歴史・文化資源や寺社等のみどり、街

並みを活かした風情のある住環境整備 

 東武浅草駅のターミナル性向上、交

通広場の整備、メトロ浅草駅と都営

浅草駅を結ぶコンコース整備、バリ

アフリー化など 

 上 野 地 域

との連携 

至 上野駅 

 商業や店舗、住宅

などの複合地とし

ての中・高層の土

地利用の推進 

 商業地における

荷捌きのルール

づくり検討 

 個性的な商店街

の商業集積と商

店街の賑わいの

連続性確保 

 賑わいの連続性

を高める歩行者

主体の空間形成 

 快適で生活利便

性の高い住環境

の形成と職住近

接の推進 

７ 

検 討 中 

検 討 中 

検 討 中 

検 討 中 



８ 

① 協働によるまちづくりの推進 

第６章 まちづくりの実現に向けて 

② 地区レベルでのまちづくり・マネジメントの推進 

 住民・地権者をはじめ、多様な主体のまちづくりへの参加を促し、多様化する
ニーズに対応したまちづくりを推進する。 

 都市計画マスタープランに示す将来像を地元主体で深度化・実現化するとともに、長期的なエリアマネジメントの促進を図り、地元主体の持続的なまちづくりを推進する。 

③ まちづくりに係る制度の検討・活用 

 都市計画マスタープランに示す将来像実現に向けた都市計画手法や地区単位で
のルール化・組織づくりのための制度の積極的な活用を図るとともに、まちづ
くりに係る条例等の構築・再編を検討する。 

都市計画手法 

 地区計画 

 特別用途地区 

 市街地再開発事業 

地区単位での 
ルール化・組織作り 

のための制度 

 地区計画 

 景観協定 

 緑化協定 

 建築協定 

 相談員派遣制度 

 都市再生推進法人 

 集合住宅の建築及び管理に

関する条例 

 大規模建築物建築指導要綱 

 みどりの条例 

 景観条例 

まちづくりに係る 
条例等 

・
・
・
 

・
・
・
 

・
・
・
 

まちづくり 

地権者 

行政 

応援者 
（クラウドファン 

ディング等） 

居住者 
通勤者 商店主 

事業者 まちづくり 
組織 

（まちづくり会社等） 

研究・教育 
機関 

通学者 

【多様な主体のイメージ】 

エリアマネジメントによるオープンカフェの実施例 エリアマネジメントによる賑わい創出・交流イベント開催の例 



９ 

④ 重点地区の設定 

検 討 中 

【重点地区（案）】 

地区名 
１）都市施策の展開の核となる 

資源と課題を有する地区 
２）重点地区選定の 

優先条件 

上野・ 
御徒町地区 

資源 

世界文化遺産を含む多様かつ高度な文化・芸
術関連施設の集積 

景観形成特別地区（上野公園など） 
上野や御徒町のまちづくり機運 

台東区の顔づくりに強
く貢献 

課題 

上野公園の質向上、文化交流発信拠点の形成 
上野公園の玄関にふさわしい上野駅の機能更

新、歩行者空間の形成、交通結節機能の強化 

上野駅周辺の回遊性向上 
帰宅困難者対策、防災機能の充実 

谷中地区 

資源 
未整備都市計画道路（言問通り） 
谷中のまちづくり機運 不燃建て替えの促進が

急務 
課題 

歴史資源保全、居住環境と観光の調和 
建物の不燃化、避難動線の確保 

浅草地区 

資源 
景観形成特別地区（浅草寺など） 
国際観光地としての拠点性強化 

台東区の顔づくりに強

く貢献 
課題 

観光の拠点性強化、受入体制の充実 
浅草寺周辺の景観形成 
交通結節機能の強化 
隅田川との連携（親水テラス、舟運、防災船

着場の活用） 

根岸・ 
入谷地区 

資源 
緊急輸送道路（言問通り） 
大規模用地（旧坂本小学校） 緊急輸送道路の沿道耐

震化が急務 
課題 

防災性向上（緊急輸送道路沿道の耐震化等） 
鶯谷駅周辺交通基盤の整備 

北部地区 

資源 
大規模用地（旧小包集中局） 

台東区を代表する産業集積地 

不燃建て替えの促進が
急務 

課題 

面的な防災性向上 
交通利便性の向上 
老朽施設の更新とリノベーションまちづくり

の推進 
産業振興と連携したまちづくり 

台東・ 
小島・ 
鳥越地区 

資源 
特色ある商店街の立地 
クリエイターの活用動向 住環境保全、芸術活用、

商店街再生をバランス
よく推進 課題 

不燃化、耐震化等を契機とした建物更新 
空き店舗を活用した商店街の再生 

浅草橋・ 
柳橋地区 

資源 
景観基本軸（神田川など） 
問屋街の再生動向 

台東区の顔づくりに強
く貢献 

産業再生と景観保全 課題 

問屋街及び高架下店舗の再生（歩行空間、商
業、景観など） 

乗り換え利便性の向上 

神田川の親水性向上、景観形成 

 都市施策を効果的に実現するためには、区全体のまちづくりを先導するフラ
グシップ・プロジェクトを進めることが重要である。 

 そこで拠点性の向上や地域全域への波及効果が期待できる地区としてまちづ

くり施策を集中的に投入する、まちづくり重点地区を設定する。 

５）重点地区候補の選定 

１）都市施策の展開の核となる資源と課題を有する地区 
• 台東区らしい魅力や景観資源 
• まちづくりの課題 
• まちづくりの核となる土地や施設 
• 地元を中心としたまちづくりの動向（地元の機運） 

２）重点地区選定の優先条件 
• 台東区の顔・拠点づくりへ強く貢献する 
• 迅速な課題解決が要求されていること 
• 保全・活用・再生のバランスのとれたまちづくりが
必要なこと 

３）将来都市構造の検討 

４）地域別まちづくり方針の検討 

【重点地区の選定フロー（案）】 

【重点地区の選定理由（案）】 


